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平成 19（2007）年冬の日本の平均気温について 

～今冬の日本の気温は統計開始以来、第１位タイの高温～ 

 

 今冬（2006 年 12 月～2007 年 2 月）の日本の平均気温は、統計を開始した 1899
年以降で、第 1 位タイ（これまでの第 1 位は 1949 年）の高い記録となりました。

2007 年冬（2006 年 12 月～2007 年 2 月）の日本の平均気温の平年差＊は＋1.52℃
と、冬の気温としては統計を開始した 1899 年以降で、第 1 位タイ（これまでの第 1
位は 1949 年（1948 年 12 月～1949 年 2 月））の高い記録となりました（図）。 
今冬における各月の日本の月平均気温の平年差は、2006 年 12 月が+0.78℃で第 17

位だったものの、2007 年 1、2 月はそれぞれ+1.44℃（第 4 位）、+2.35℃（第 3 位）

の高温となりました。 
このように、2007 年冬の日本が記録的な高温になったのは、背景に二酸化炭素な

どの温室効果ガスの増加に伴う地球温暖化の影響があるとみられますが、主な要因は、

「冬前半を中心に北極付近から寒気が南下しにくい大気の流れが持続したこと」と、

「エルニーニョ現象時によくみられるように、アリューシャン低気圧が平年より東に

位置したため、冬型の気圧配置が現れにくかったこと」の二つが重なったためと考え

られます。 
詳細は、本日発表の「冬（12～2 月）の天候 －平成 18/19 年冬(12～2 月)の記録

的な高温と少雪の要因について（速報）－」をご覧ください。 
 
世界及び日本の年平均気温、月平均気温は気象庁ホームページにて随時更新・掲載

しています。 
http://www.data.kishou.go.jp/climate/cpdinfo/temp/index.html 

 

 

＊  平年差とは平均気温から平年値を差し引いた値（平年偏差ともいう）です。平年値としては、

1971～2000 年の 30 年平均値を使用しています。 
日本の年平均気温の平年差の算出にあたっては、従前から長期間にわたって観測を継続し、都

市化による影響が少ない次の 17 気象観測所を日本の平均気温算出地点として採用しています。 
網走、根室、寿都（すっつ）、山形、石巻、伏木（高岡市）、長野、水戸、 
飯田、銚子、境、浜田、彦根、宮崎、多度津、名瀬、石垣島 

 
 

本件に関する問い合わせ先：気象庁 地球環境・海洋部 気候情報課 
電話 03-3212-8341（内線 2264） 



日本の冬平均気温平年差
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図 冬（12～２月）の日本の平均気温の平年差の経年変化（1899～2007 年） 

棒グラフは各年の値、青線は各年の値の５年移動平均を、赤線は長期変化傾向（+1.14℃

/100 年）を示す。 

 

 

 

 

（参考） 

日本の冬の平均気温の順位 

順位 年 平年差（℃）

1 2007 +1.52

 1949 +1.52

3 1979 +1.18

4 1993 +1.17

5 1989 +1.16

6 1959 +0.93

1903 +0.93

8 1973 +0.90

9 1992 +0.88

10 1990 +0.87             

 

        

 


